
  

 

２０２６年２月６日 

イ オ ン 株 式 会 社 

 

伊勢市とイオン株式会社との包括連携に関する協定締結について 

観光・産業振興に関することなど１０項目で連携して課題解決を目指します 

 

 

イオン株式会社（取締役 代表執行役社長：吉田 昭夫）と三重県伊勢市（市長：鈴木 健一）

は２０２６年２月６日、包括連携に関する協定を締結します。 

イオンと伊勢市は、これまでも「イオン伊勢店」「イオンタウン伊勢ララパーク」を中心に 

地域の安全・安心に関する目的として津波発生時における緊急一時避難施設としての使用に 

関する協定締結など、地域の課題解決に向けた取り組みを行ってきました。 

 

【主な連携事項】 

( １ ) 観光・産業振興に関すること 

( ２ ) スポーツ振興に関すること 

( ３ ) 教育・子どもに関すること 

( ４ ) 健康増進、高齢者・障がい者福祉に関すること 

( ５ ) 地域の安全安心に関すること 

( ６ ) 地域自治の推進に関すること 

( ７ ) 環境に関すること 

( ８ ) デジタルの力を活用した利便性の向上に関すること 

( ９ ) 市政の情報発信に関すること 

( 10 ) その他地域の活性化及び市民サービスの向上に関すること 

 

本協定の締結を契機に、今後は、観光・産業振興やスポーツ振興など、幅広い分野での連携を

目的とし、協力関係をさらに進化させ、持続可能な発展を共に目指してまいります。これらの取

り組みを通して、本協定締結により一層連携を強化し市民サービスの向上に貢献してまいります。 

 

■これまでの伊勢市とイオンの取り組み例 

【パーク＆バスライドの社会実験】 

２０２６年１月１１日、イオン伊勢店の駐車場を活用して 

パーク＆バスライドの社会実験を実施しました。２０３３年の 

伊勢神宮式年遷宮に向け、観光需要の増加に伴い、交通渋滞と 

観光客用駐車場の不足が課題となっています。これらの課題を 

解消するため伊勢市と連携し、交通渋滞の緩和や観光客の駐車場

環境の確保に向けた取り組みを進めていきます。 

 

以 上 
 


